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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から送り込まれた供給空気で被空調空間（Ｓ）の空気を誘引混合して前記被空調空
間（Ｓ）へ吹出す変風量吹出装置であって、前記供給空気と前記誘引空気が流れる本体（
１）と、前記供給空気と前記誘引空気の混合比率と混合空気の吹出風量を制御する風量調
節手段（Ｖ）と、を備え、
　前記本体（１）の内部に、前記供給空気が流れる第１の通風路（２ａ）と、前記被空調
空間（Ｓ）の空気を誘引するための供給空気噴出用の第２通風路（２ｂ）と、を有し、
　前記風量調節手段（Ｖ）が、前記第１通風路（２ａ）から吹出す前記供給空気の風量を
調節する第１の調節部材（３ａ）と、前記第２通風路（２ｂ）から噴出する前記供給空気
と前記誘引空気との混合比率を調節する第２の調節部材（３ｂ）と、第１と第２の前記調
節部材（３ａ）、（３ｂ）を連動又は個別に駆動させて第１と第２の前記通風路（２ａ）
、（２ｂ）の通風断面積を増減させる駆動手段（Ｄ）と、を備え、
　この駆動手段（Ｄ）の動作を制御する制御器（４）が、前記第１通風路（２ａ）の風量
増減に応じて前記第２通風路（２ｂ）の風量を調節して前記供給空気と前記誘引空気とを
一定の混合比率で吹出すシーケンス、又は／及び、前記第１調節部材（３ａ）により前記
第１通風路（２ａ）を僅かに開いた状態に移行させて前記第２調節部材（３ｂ）により前
記第２通風路（２ｂ）を全閉にして吹出しを停止させるシーケンス、を有し、
　前記駆動手段（Ｄ）が、アクチュエータ（５）と、このアクチュエータ（５）の動力に
より第１と第２の前記調節部材（３ａ）、（３ｂ）を連動させながら螺進退させて第１と
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第２の前記通風路（２ａ）、（２ｂ）の通風断面積を同時に増減させるネジ部材（６）と
、を備えたことを特徴とする変風量吹出装置。
【請求項２】
　本体（１）が、供給空気と誘引空気の混合空気を被空調空間（Ｓ）へ誘導案内する混合
空気吹出風路（９）と、前記誘引空気を被空調空間（Ｓ）から前記混合空気吹出風路（９
）へ誘導案内する誘引風路（８）と、前記供給空気を前記混合空気吹出風路（９）に噴出
させて前記誘引風路（８）から空気を誘引させる第２通風路（２ｂ）と、を有し、前記混
合空気吹出風路（９）を風上から風下に向かって拡大する丸形又は多角形の環状に形成し
、前記混合空気吹出風路（９）の外周に沿って前記誘引風路（８）を環状に形成し、前記
混合空気吹出風路（９）の風上入口部で前記誘引風路（８）を連通させ、前記混合空気吹
出風路（９）の風上入口部に沿って前記第２通風路（２ｂ）を環状に形成した請求項１記
載の変風量吹出装置。
【請求項３】
　本体（１）の一部を構成する中空状の供給空気導入部（１１）の内面（１０）を環状に
形成し、この環状内面（１０）に沿って周方向へ供給空気が送り込まれるように前記供給
空気導入部（１１）に送気口（１６）を設けた請求項１又は２記載の変風量吹出装置。
【請求項４】
　本体（１）の一部を構成する中空状の供給空気導入部（１１）の内部に筐体（１２）を
設けて環状の間隔部（１３）を形成し、この環状の間隔部（１３）に沿って周方向へ供給
空気が送り込まれるように前記供給空気導入部（１１）に送気口（１６）を設け、前記筐
体（１２）の内部に風量調節手段（Ｖ）の一部を構成するアクチュエータ（５）を収納し
た請求項１、２又は３記載の変風量吹出装置。
【請求項５】
　本体（１）の内部に風量調節手段（Ｖ）を設け、前記本体（１）を構成する先端吹出部
（７）と供給空気導入部（１１）とを取付け・取外し自在に構成し、前記先端吹出部（７
）を取外して露出する前記供給空気導入部（１１）の開口部から前記風量調節手段（Ｖ）
が臨めるように構成した請求項１、２、３又は４記載の変風量吹出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は変風量吹出装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　空調システムの一つとして変風量単一ダクト方式がある。変風量単一ダクト方式は、空
調機からダクトおよび吹出口を介して被空調空間へ供給空気を吹出して空調するものであ
る。ダクトの途中には特許文献１のような変風量装置（ＶＡＶユニット）が設けられてい
る。この変風量装置ごとに供給空気の風量を増減することで被空調空間の温度を個別制御
する。
【０００３】
【特許文献１】特開平８－２８９４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような方式では、吹出口とは別に変風量装置が必要で、天井内に変風量装置を設置
するため設備コストがかかりメンテナンス性が悪いという問題がある。さらに、吹出しを
停止する場合、風量を絞る機構が単一のため風切り音が漏れて騒音が発生する問題もある
。また、供給空気の温度を通常よりも低温化し風量を少なくして送風する低温送風を変風
量単一ダクト方式で行った場合、供給空気が低温少風量のために吹出口で気流が拡散せず
コールドドラフトと結露が発生する問題がある。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　本発明は上記課題を解決するため、外部から送り込まれた供給空気で被空調空間の空気
を誘引混合して前記被空調空間へ吹出す変風量吹出装置であって、前記供給空気と前記誘
引空気が流れる本体と、前記供給空気と前記誘引空気の混合比率と混合空気の吹出風量を
制御する風量調節手段と、を備えたことを最も主要な特徴とする。
【発明の効果】
【０００６】
　請求項１の発明によれば、
（１）変風量装置と吹出口が一体となっているので施工およびメンテナンスが容易で、設
備コストを削減でき、変風量単一ダクト方式の構築が容易となる。
（２）被空調空間の空気を誘引して供給空気に混合させるので、冷房時には再熱作用が働
いてコールドドラフトと結露を防止でき、変風量単一ダクト方式での低温送風空調を容易
に行える。そのため、ダクトなどの設備費や、送風動力費などを大幅にコストダウンでき
る。また、暖房時には、吹出した混合空気と被空調空間との温度差が少なくなるので天井
近くに滞留せず温度ムラのない快適空調を行える。
（３）再熱のための機器を別個に設ける必要が無くて設備の簡略化が図れ、施工が容易と
なる。
（４）供給空気と誘引空気の混合比率と混合空気の吹出風量を制御できるので、被空調空
間の空気条件の変化に応じたきめ細かな空調を行える。
（５）供給空気の風量を減少させても供給空気と誘引空気の混合比率が一定となるので、
低温少風量でも混合空気の吹出風速と吹出温度が安定し、確実にコールドドラフトと結露
を無くすことができ、常時安定した拡散性を発揮し得る。
（６）混合空気の吹出しを停止する場合、第１調節部材で第１通風路の通風断面積を小さ
くし減圧して第２調節部材で第２通風路を全閉するので、風切り音による騒音発生を防止
できる。
（７）簡単な構造なので、コンパクト化を図れてスペースをとらず、設置が容易である。
（８）アクチュエータとネジ部材だけの簡単な構造なので、部品点数が少なく製作が容易
となり、コンパクト化を図れ、安価製作できる。
【０００９】
　請求項２の発明によれば、
（１）本体の径方向外方から空気を誘引して、本体奥の混合空気吹出風路の風上入口部で
供給空気と誘引空気を混合し、本体の径方向内方から吹出すので、結露防止効果が大きく
、コアンダ効果による天井面の汚れが発生しない。しかも、温度ムラのない混合空気を被
空調空間に吹出しでき、快適性が向上する。
（２）供給空気噴出用の通風路が環状なのでノズル状の場合よりも風量を増やすことが可
能で、低圧損で供給空気に対する誘引空気の量（混合比）を多く確保できる。そのため、
混合空気の吹出風量の増加を図れて、拡散性が良好となり温度ムラがなくなる。
【００１１】
　請求項３の発明によれば、
（１）供給空気導入部の内面に沿って供給空気が螺旋状に吹込まれて全周に行き渡るので
、混合空気を被空調空間に均等に吹出すことができ、簡単な構造で拡散性が向上する。
【００１２】
　請求項４の発明によれば、
（１）筐体によって、アクチュエータの供給空気による温度影響からの保護と、間隙部の
誘導案内による供給空気の拡散促進に兼用でき、部品点数の減少とコンパクト化を図れる
。そのため、設置スペースをとらず、設置が容易となる。
【００１３】
　請求項５の発明によれば、
（１）変風量吹出装置を設置したまま、供給空気導入部から先端吹出部を取外して内部の
風量調節手段などのメンテナンスを簡単にでき、作業性が向上する。
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【実施例】
【００１４】
　図１～図３は、本発明の変風量吹出装置の一実施例を示しており、この変風量吹出装置
は、外部から送り込まれた供給空気で被空調空間Ｓの空気を誘引混合して被空調空間Ｓへ
吹出すものであって、内部を供給空気と誘引空気が流れる本体１と、供給空気と誘引空気
の混合比率と混合空気の吹出風量を制御する風量調節手段Ｖと、を備えている。被空調空
間Ｓは、オフィスビルや病院、ホテルなどの各種建物の室内やホールなどの空間である。
この被空調空間Ｓの天井等に変風量吹出装置を設ける。変風量吹出装置には、図示省略の
空調機からダクト等を介して調和用空気等が供給される。なお、各図における点線の太矢
印は風向を示す。
【００１５】
　本体１の内部には、供給空気が流れる第１の通風路２ａと、被空調空間Ｓの空気を誘引
するための供給空気噴出用の第２通風路２ｂと、を有している。第２通風路２ｂは第１通
風路２ａの風下に設ける。風量調節手段Ｖは、第１通風路２ａから吹出す供給空気の風量
を調節する第１の調節部材３ａと、第２通風路２ｂから噴出する供給空気と誘引空気との
混合比率を調節する第２の調節部材３ｂと、第１と第２の調節部材３ａ、３ｂを連動又は
個別に駆動させて第１と第２の通風路２ａ、２ｂの通風断面積を増減させる駆動手段Ｄと
、を備えている。第１調節部材３ａと第２調節部材３ｂは各々中心部に雌螺子部を有して
いる。第１通風路２ａは本体１の供給空気流通用内周面１７と第１調節部材３ａとにより
構成する。第２通風路２ｂは本体１の供給空気流通用短筒状部１８と第２調節部材３ｂと
により構成する。このように第１と第２の調節部材３ａ、３ｂは通風路構成部材と通風路
開閉部材を兼用しているので部品点数とコストの削減を図れる。なお、第１と第２の調節
部材３ａ、３ｂ、第１と第２の通風路２ａ、２ｂの構成、構造の変更は自由であり、図例
に限定されるものではない。例えば、第１通風路２ａ及び第１調節部材３ａが第２通風路
２ｂ及び第２調節部材３ｂの風下になるように構成してもよい。
【００１６】
　駆動手段Ｄの動作を制御する制御器４は、被空調空間の空調負荷（例えば温度）に応じ
て第１通風路２ａ又は／及び第２通風路２ｂの風量を増減させる第１のシーケンスを有し
ている。さらに制御器４は、第１通風路２ａの風量増減に応じて第２通風路２ｂの風量を
調節して供給空気と誘引空気とを一定の混合比率で吹出す第２のシーケンス、又は／及び
、第１調節部材３ａにより第１通風路２ａを僅かに開いた状態に移行させて第２調節部材
３ｂにより第２通風路２ｂを全閉にして吹出しを停止させる第３のシーケンス（図４参照
）、を有している。前記第２のシーケンスは、例えば第１通風路２ａの風量が増減しても
第２通風路２ｂの風速が増減しないように風量調節して供給空気と誘引空気を所定の混合
比率にする。制御器４は、本体１と別個又は一体に設けるも自由である。
【００１７】
　駆動手段Ｄは、アクチュエータ５と、アクチュエータ５の動力によって第１と第２の調
節部材３ａ、３ｂを動かす伝動機構Ｌと、を備えている。伝動機構Ｌは、アクチュエータ
５の動力により第１と第２の調節部材３ａ、３ｂを連動させながら螺進退させて第１と第
２の通風路２ａ、２ｂの通風断面積を同時に増減させるネジ部材６を、有している。ネジ
部材６は、第１調節部材３ａの雌螺子部に螺合する雄螺子部と、第２調節部材３ｂの雌螺
子部に螺合する雄螺子部と、を有しており、一方の雄螺子部に対して他方の雄螺子部を逆
螺子に形成してある。このネジ部材６はアクチュエータ５の動力で回転して第１調節部材
３ａと第２調節部材３ｂが反対方向へ移動し、互いに接近・離間する。図示省略するが、
ネジ部材６と第１と第２の調節部材３ａ、３ｂが共回りしないような機構を設けるも自由
であり、伝動機構Ｌはギヤ、ベルト、カム、リンク、その他で構成するも自由である。ま
た、第１と第２の調節部材３ａ、３ｂ毎にアクチュエータ５を設けて動かしても良い。ア
クチュエータ５は、電動、油圧又は空圧等で動くモータとしているが、シリンダーとして
も良い。
【００１８】
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　本体１は、被空調空間Ｓと連通し供給空気と誘引空気の混合空気を被空調空間Ｓへ誘導
案内する混合空気吹出風路９と、被空調空間Ｓと連通し誘引空気を被空調空間Ｓから混合
空気吹出風路９へ誘導案内する誘引風路８と、第１通風路２ａと連通し供給空気を混合空
気吹出風路９に噴出させて誘引風路８から空気を誘引させる第２通風路２ｂと、を有して
いる。混合空気吹出風路９は風上から風下に向かって拡大する丸形又は多角形の環状に形
成する。この混合空気吹出風路９の外周に沿って誘引風路８を環状に形成し、混合空気吹
出風路９の風上入口部で誘引風路８を連通させる。第２通風路２ｂは混合空気吹出風路９
の風上入口部に沿って環状に形成する。混合空気吹出風路９と誘引風路８は第１通風路２
ａの風下に設ける。混合空気吹出風路９の風上入口部は本体１の軸方向内方に設けて風路
を長くする。本体１は、先端吹出部７と供給空気導入部１１で構成する。この先端吹出部
７の外周壁１９と内周壁２０とにより誘引風路８を構成する。混合空気吹出風路９は内周
壁２０と第２調節部材３ｂとにより構成する。混合空気吹出風路９と誘引風路８の構成、
構造の変更は自由であり、図例に限定されるものではない。なお、本発明において環状と
はリング状、筒状、フレア状など各種形状を全て含むものとする。
【００１９】
　中空状の供給空気導入部１１の内面１０は環状に形成し、この環状内面１０に沿って周
方向へ供給空気が送り込まれるように供給空気導入部１１に送気口１６を中心部からずら
して設ける。供給空気導入部１１の内部には筐体１２を設けて環状の間隔部１３を形成す
る。この環状の間隔部１３に沿って周方向へ供給空気が送り込まれるように送気口１６を
設ける。筐体１２の内部にはアクチュエータ５を収納する。なお、図例では、供給空気導
入部１１の内周面は丸形となっているが多角形でも良い。また、筐体１２を省略するも自
由である。
【００２０】
　風量調節手段Ｖは本体１の内部に設ける。図５に示すように、先端吹出部７と供給空気
導入部１１とは、適宜部位を連結・分離自在に構成しネジ等の連結具を用いて、取付け・
取外し自在に構成する。この先端吹出部７を取外して露出する供給空気導入部１１の開口
部から風量調節手段Ｖが臨めるように構成する。第２調節部材３ｂは中空状又は風下が開
口する笠状に形成し、その内部に、照明器具１４又は／及び被空調空間Ｓの人体を検出し
て信号を出力する検出器１５を設ける。この検出器１５の信号に応じて吹出風量と照明器
具調光の一方又は両方を制御するように構成するも自由である。
【００２１】
　なお、本発明は上述の実施例に限定されず、本発明の要旨を逸脱しない範囲で設計変更
自由である。例えば、図６に示すように、誘引風路８及び混合空気吹出風路９は、風上か
ら風下に向かって拡大する四角を含む多角形の環状に形成しても良い。図示省略するが、
第１通風路２ａ及び第１調節部材３ａと、第２通風路２ｂ及び第２調節部材３ｂの一方を
省略して供給空気の吹出風量のみを制御する風量調節手段Ｖとしても良い。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】変風量吹出装置の縦断面図である。
【図２】供給空気導入部側から見た全体図である。
【図３】先端吹出部側から見た全体図である。
【図４】動作を説明する要部縦断面図である。
【図５】分解例を示す縦断面図である。
【図６】変形例を示す先端吹出部側から見た全体図である。
【符号の説明】
【００２３】
　１　　本体
　２ａ　第１通風路
　２ｂ　第２通風路
　３ａ　第１調節部材
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　３ｂ　第２調節部材
　４　　制御器
　５　　アクチュエータ
　６　　ネジ部材
　７　　先端吹出部
　８　　誘引風路
　９　　混合空気吹出風路
　１０　内面
　１１　供給空気導入部
　１２　筐体
　１３　間隙部
　１６　送気口
　Ｓ　　被空調空間
　Ｖ　　風量調節手段
　Ｄ　　駆動手段

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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